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立村70周年

写
真
で
振
り
返
る

飯
舘
村
70
年
の
軌
跡

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
に
飯
曽
村
と
大
舘
村
が
合
併
し
、
飯
舘
村
が
誕
生
し
て
か
ら
70
年
。

令
和
８
年
９
月
30
日
、
私
達
の
ふ
る
さ
と
飯
舘
村
は
、
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

飯
舘
村
の
70
年
間
の
歩
み
の
一
部
を
、
写
真
を
交
え
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
P
7
で
は
10
月
４
日
に
開
催
す
る
70
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

飯
舘
村
の
足
跡
を
心
に
刻
み
、
み
ん
な
で
楽
し
く
飯
舘
村
の
誕
生
日
を
祝
い
ま
し
ょ
う
！

飯
舘
村
役
場
が
草
野
地
区
に
建

設
さ
れ
、昭
和
35
年
９
月
に
完

成
し
ま
し
た
。飯
樋
地
区
に
は

支
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
36
年
４
月
25
日
、草
野
地

区
で
大
火
が
発
生
。懸
命
な
消

化
活
動
で
鎮
火
し
ま
し
た
が
大

き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

村
民
体
育
大
会
。昭
和
38
年
の

第
１
回
は
２
方
部
に
分
か
れ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。写
真
の
第

２
回
か
ら
は
統
一
大
会
に
。

村
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
。

写
真
は
昭
和
60
年
開
催
の
大

火
山
牧
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。約

２
０
０
０
人
が
来
場
！

平
成
元
年
、第
１
回
若
妻
の
翼
。

「
女
性
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
村
に
！
」と
農
家
の
お
嫁
さ

ん
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
。

県
営
の
多
目
的
ダ
ム「
真
野
ダ

ム
」は
平
成
３
年
に
完
成
。現
在

は「
は
や
ま
湖
」と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
、村
内
初
の
書
店
、村

営
の「
ほ
ん
の
森
い
い
た
て
」が

オ
ー
プ
ン
。多
く
の
村
民
が
親

し
み
利
用
し
ま
し
た
。

昭
和
54
年
に
落
成
し
た「
村
民

の
森
あ
い
の
沢
」の
た
め
池
に
、

平
成
12
年
、「
あ
い
の
浮
橋
」が

完
成
。エ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
に
。

冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
た
花

卉
栽
培
が
盛
ん
に
。平
成
12
年

に
は
花
卉
の
販
売
額
が
1
億
円

を
突
破
し
ま
し
た
。

「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」村
の
部
で

連
勝
を
重
ね
、平
成
13
年
の

第
13
回
大
会
で
、村
の
部
10

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
、飯
舘
村
が
、県
内

第
１
号
の「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

の
認
定
を
受
け
、ど
ぶ
ろ
く
の

製
造
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
。当

日
に
災
害
対
策
本
部
が
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

原
発
事
故
の
影
響
で
全
村
避
難
。

「
い
い
た
て
全
村
見
守
り
隊
」

が
村
の
臨
時
職
員
と
し
て
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
。

学
校
、幼
稚
園
、保
育
所
も
仮
設

の
校
舎・園
舎
に
移
転
。子
ど
も

達
も
頑
張
り
ま
し
た
。写
真
は

平
成
24
年
10
月
の
運
動
会
。

たくましい開拓精神でこの地を拓いた先人の歩み、
までいな暮らしが、飯舘村を形づくってきました。

役場機能は、平成23
年６月に飯野出張所
（福島市）へ移転。
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